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①政治行動論
②同志社大学法学部教授
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①政治心理学，実験政治学
②京都府立大学公共政策学部准教授
③神戸大学大学院法学研究科博士課程後期課程修了，博士（政治学）
④「“新しい有権者”における政治関心の形成メカニズム―政治的社会化の再検討を通じ

て」『選挙研究』32（2），2017年
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Springer, 2017
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①政党論
②大阪大学大学院法学研究科准教授
③筑波大学大学院人文社会科学研究科博士課程修了，博士（政治学）
④『二つの政権交代―政策は変わったのか』（共著）勁草書房，2016年

『政治変動期の圧力団体』（共著）有斐閣，2016年
『現代日本の政党政治―選挙制度改革は何をもたらしたのか』有斐閣，2018年
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①公共政策学
②関西大学法学部教授
③関西大学大学院法学研究科博士課程後期課程所定単位修得後退学，修士（法学）
④『統治能力―ガバナンスの再設計』（共訳）ミネルヴァ書房，2012年
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『公共政策学』（共著）ミネルヴァ書房，2018年
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①比較政治論，政治制度論
②京都大学法学部教授
③京都大学大学院法学研究科博士後期課程退学，博士（法学）
④『首相政治の制度分析―現代日本政治の権力基盤形成』千倉書房，2012年

『代議制民主主義―「民意」と「政治家」を問い直す』中央公論新社，2015年
『政治改革再考―変貌を遂げた国家の軌跡』新潮社，2020年
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①行政学，現代日本政治論
②広島大学大学院人間社会科学研究科助教
③大阪大学大学院法学研究科博士後期課程修了，博士（法学）
④「内閣府における事務局機能の変遷―官僚集団の特性に着目して」『季刊行政管理研究』

（153），2016年
「政策会議は統合をもたらすか―事務局編制に着目した分析」『季刊行政管理研究』

（169）（共著），2020年

宗前　清貞（そうまえ　きよさだ）� ［第12章］

①公共政策学，地方自治論
②関西学院大学総合政策学部准教授
③東北大学大学院法学研究科博士後期課程退学，博士（法学）
④『現代日本政治の争点』（共著）法律文化社，2013年

『日本医療の近代史―制度形成の歴史分析』ミネルヴァ書房，2020年
『政策と地域』（共著）ミネルヴァ書房，2020年

犬塚　　元（いぬづか　はじめ）� ［コラム 2］

①政治学史，政治思想史
②法政大学法学部教授
③東京大学大学院法学政治学研究科博士課程単位取得退学，博士（法学）
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『啓蒙・改革・革命』（編著）岩波書店，2014年
『自然宗教をめぐる対話』（翻訳）岩波書店，2020年

井上　　彰（いのうえ　あきら）� ［コラム 3］

①政治哲学，倫理学
②東京大学大学院総合文化研究科国際社会科学専攻准教授
③オーストラリア国立大学大学院社会科学研究校哲学科博士課程修了，Ph.D.（Philosophy）
④『政治理論とは何か』（共編著）風行社，2014年

『正義・平等・責任―平等主義的正義論の新たなる展開』岩波書店，2017年
『ロールズを読む』（編著）ナカニシヤ出版，2018年

吉沢　　晃（よしざわ　ひかる）� ［コラム 4］

①国際政治経済学，EU政治
②関西大学法学部准教授
③ブリュッセル自由大学（ULB）・ジュネーブ大学大学院博士課程修了，博士（政治学）
④「EU競争政策の正統性と消費者の役割―集団損害賠償請求制度案の失敗を事例とし

て」『日本EU学会年報』（39），2019年
『変わりゆくEU―永遠平和のプロジェクトの行方』（共著）明石書店，2020年
『EU―欧州統合の現在（第 4 版）』（共著）創元社，2020年

西川　　賢（にしかわ　まさる）� ［コラム 5］

①政治学，比較政治学
②津田塾大学教授
③慶應義塾大学大学院法学研究科後期博士課程修了，博士（法学）
④『ニューディール期民主党の変容―政党組織・集票構造・利益誘導』慶應義塾大学出版

会，2008年
『分極化するアメリカとその起源―共和党中道路線の盛衰』千倉書房，2015年
『ビル・クリントン―停滞するアメリカをいかに建て直したか』中央公論新社，2016年
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①行政学
②京都大学大学院法学研究科教授
③東京大学法学部卒業
④『行政学』有斐閣，2013年

『現代日本の官僚制』東京大学出版会，2016年
『日本の地方政府』中央公論新社，2019年


